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学会企 画 シ ンポ ジウム 「大学院に お け る特別支援教育 に関わ る教員養成の 在 り方」

こ れ か ら の特別支援教育に 求め られ る教員の 資質 と養成に つ い て
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1 ．「教員に 求め られ る資質能力」を考 え る

　中央教 育審議会 「今後の 教員養成 ・免許制度

の 在 り方 に つ い て （答 申）』 （平 成 18年 7 月 ）で

は、 次の よ うな点 を 『教員 に求め られ て い る資

質能力』 と して あげて い る 。

  い つ の 時代 に も求 め られ る 資質能力

　教育者 と して の 使命感、人 間 と し て の 成 長 ・

発達 に つ い ての 深 い 理 解、幼児 ・児童 ・生 徒に

対す る教育的愛情 、教科等に関 する専 門的知識、

広 く豊か な教養 、こ れ らを基盤 と した実践的指

導力 。

  今後特 に 求め られ る資質能力

　地球的視野 に立 っ て 行動する た め の 資質能力
・変化 の 時代を生 き る社会 人に求め られ る資質

　能力

・教員の 職務 から必然的 に求め られ る資質能力

  　得 意分野 を持 つ 個性豊か な教員

　画
一

的な教員像 を もとめ る こ とを避 け 、 生 涯

にわた り資質能力 の 向上 を図る と い う前提に 立

っ て 、 全教 員に共通 に 求め られる基礎的 ・基 本

的 な資質能力 を確保す る と ともに 、 積極 的 に各

人の 得 意分野づ くりや 個性 の 伸長 を図 る こ とが

大切 で ある 。

　また 、中央教育 審議会 『新 し い 時代 の 義務教

育 を創造す る （答申〉」 （平成 17年 10月）で は、優

れ た教 師の 条件 と して 、 以下の 3 つ があげ られ

て い る 。

　  教職 に対す る強 い 情熱

　  教育の 専門家 と して の 確か な力量

　  総合的な人間力 （協力す る力）

　以 上 の よ うな考え方 に立 脚 し、現状 の 教員養

成 ・免 許制度 の 改 革 と して あげ られ た も の が 、

以 下 の 3 つ で ある 。

　  教職課程の 質的水準 の 向上

　  「教職大学院」制度の 創設

　  教員免許更新制度

　こ れ ら の うち、  厂教職大学院」制度創設 の

基本的 な考 え方は、以下 の 通 りで ある
。

  学部段階で の 資質能力 を習得 した者の 中か

　ら、さ らに よ り実践 的指導力 ・展 開力を備 え、

　新 しい 学校 づ くりの 有力 な一
員 とな り得 る 新

　人教員の 養成 。

  現職教 員 を対象に、地域 や 学校 に お ける指

　導的役割 を果 た し得る教員 と し て 不 可 欠な指

　導理論 と優 れ た実践力 ・応 用力 を備 えた ス ク

　
ール リ

ー
ダ
ー

の 養成 。
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2．特別支援教育に 求 め られ る教員の資質能力

　特別支援教育 に お い て は、上記の 『教員 に 求

め られ て い る 資質能力』の 加 えて 、次 の ような

点が 求め られ て い る 。

  障害 に対す る深い 知識 と技能 。

  保護 者 ・本 人 と の 相 談 に 関 す る 資 質 ・技

　 能 。

  　た とえば複数担任制の よ うに 、教員相 互 で

　連携 ・協力 し て授 業等 をつ くっ て い く資質能

　力 。

  地域 や 関係機関 及び小 ・中学校等 と の 連携

　協力関係 を構築 して い く資質能力 。

　大学 にお い て特別支援学校教 員 に 求め られ る
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こ れ か らの 特 別 支援教育 に 求 め ら れ る 教員 の 資質 と養成 につ い て

「技 能」 の 育 成 を目指す た め に は、以 上 の 点 を

念頭 に置 い た 、系統的な育成 プ ロ グ ラ ム を構築

す る必要が あ る 。 そ の プ ロ グ ラ ム を通 して、障

害 に 対す る深 い 理解 に 基 づ い た実践力 や 、特別

な教育 的 ニ ーズ を有する児童生 徒 へ の 対応能力

と指導力、チ
ー

ム ワ
ー

クカ 、地 域支援の マ ネー

ジ メ ン トを初 め とす る コ ーデ ィ ネ
ー

シ ョ ン カ の

形 成を目指す こ とに なる 。

3 ．新 たな特別 支援教育時代 に 貢献 で き る 大学

　院で の教員養成

　大学院 にお ける特別支援教 育 を推進す る 力量

を有す る教員の 養成 に つ い て は、「教職大学 院」

構想で 述 べ られ て い る基本 的考 え方 と 、 大筋で

は一致 して い る と考 える 。 その 上 で 、 特別支援

教育 に 求め ら れ る 教員の 資質能力 と して 前述 し

たような点 をさらに発展 ・強化 して 特別支援教

育の ス ペ シ ャ リス ト養成 を可 能 とす る養成 プ ロ

グ ラ ム が 求め られ る 。 特 に、以下 の 点 に留 意 し

た プロ グラ ム の 検討が必要で あ る と考える 。

  カ ウ ン セ リ ン グ マ イ ン ドや コ ミ ュ ニ ーシ ョ

　 ン技能の 育成

  ア セ ス メ ン トに基づ き個別の 教育支援計画

　や 個別指導計画 を作成する技能

  通常学級 に在籍 する 障害 の ある 児童生徒支

　援 の た め の 授業技能

　 したが っ て 、大学 院で の 教員養成 は、特別支

援学校教員 に求め られ る 高い 専 門性 の 獲得 と実

銭研 究力 を可能 とす る研 究 ス キ ル の 獲得 に加 え

て 、新 たな特別支援教育時代 の 社会 的要請の 強

い 特別支援教育 コ ー
デ ィ ネータ ー養成 プ ロ グ ラ

ム を加味 した 複線型 の カ リ キ ュ ラ ム の 必要性が

求め られ て い る と考える。
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